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あすなろ会第４回総会報告号

　

会員のみたさ１、詐年１２月５日､に開催した「あすｔろ会第４回総会」の状況

と当日決まったことについて和告い泡します。

　

こ｡の総会は｡時季的に１２,何の寒いときに開いたという関係もあってか、参加

者は少くて１．人でした。（別砥のとお1））

　

でも参加した人たちは、みー熱心に討滋をしてくださり、実のあるものであっ

たと執行部一同喜んでね!）ます。

　

では総会次第ｒ従って経過を記述することにし１す。

1､開会あいきつ

　

成田会長からこの一年間の活動は活発とはいえないものであ

　

たけれども、

原前会長から引き継いだ「あす々ろ」の火をかぎして、今後も会員の皆さんとと

もぽ:歩んで行きたい旨のあいさつがあり１した。

2､名誉会長のメッセージ

　

前会長であ!）、あすなろ会名誉会長である原たかさん･（東京在住）からのメッ

セージを成田会長が朗読しました。

ｌｊクセージｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し

　

第４回総会おめ七とうございます。心からお喜び申し上げますｏ

　

総会までの間のこの一年戸ろいろ大変だったことと思いｉす。東京貳来ても何

かと気がかりでございます。しかし、役員をはじめ会員の皆４まのご活躍を期待

しておりますｏ

　

特筆されることは、パーキンソン特集号を出したことと、この１１月２５日に

パーキンソン病全Ｓ病友会結成大会忙吉田君枝さんが上京、出席されて北海道の

パーキンソン氏病患者の家族として訴えられたことであると思いますｏ

　

そして「あすなろ会」会則のとおり、病気ごとに独立して一つの会として発足

するということ穴:たり、正式に全国パーキンゾーン病友の会北海道支部として活動

すること4こなれてよかったと喜んでいる次第です。

　

これに続いて他の病気も一つずつ独立した会として活動できるよう心｡から願わ
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ずにはいられません。

　

皆さん、問題を全国的レベルへ穣み上げて解決してゆくよういたし壇しょう。

問運は山積しております。私の脈々し病もぜひ全國病友会をつぐるよう呼びかけ

ていきたいと思っています。

　

私の健康はすぐれませんが、東京でt’あすなろ会」の窓口としてのお役目を果

して１い!7まで。これから北海道は、皆さまにとってきびしい冬となります、

くれぐれもおからだ大切にご療養願います。

　

会の発展と｡とご活躍を心よりねがってごあいさつといたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

昭和５１年１２月５日

　　　　　　　　　　　　　　　

はるか東京より心をこめて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

原たか

3｡昭和５１年度活動報･き

　

成画会長から資料り）のとむり粉告しｉして承認されました９

ｌ薇料り）ｊ

　

珊和５１こ浬活齢磯舟

昭和５１年り１１１日役吸会

　

於ｌ鉄律育館

　　　

（協議事項）役員０業務分担，公萱負担拡大運動のやりかた，賛助会員加入

　　　　　　　　

り９麗りべてっt£ヽで。

昭和51乍２月１５日

　

革･1回例会

　

渋生必会館

　　

原たか名誉会長をみこんで話しあいで行い，あわせて送別会。

昭和5 ’1年６月１ろ日　役員会　於成巴宅

　　　

（協議事項）諸相談に対する宅.t,J方のにて題，パーキンソン特集号Z）送付事務

昭和５１年１０月２４日

　

役画会

　

於生協会

　　　

（協議事項）全国パーキンソン氏病友のｉ結成大会代,表派遣のこと，

　　　　　　　　　

収支状況ヽ役員のことなど。

・会誌０発行・

昭和５０年１２月１ ０．日付『あすなろＪ第14.

　　　

（第５回総会報告）

15一合併号発行

昭和51年３月iO日付「あすなろ」第14. 17合併号発行

　　　

（パーキンソン氏病特集号）
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昭和51年７月10日付

　

「あすｔろ」第18.19合併号発行

　　　

(例会の開催案内)

昭和51年１０月10日付

　

゛あすｔろＪ第20.21合併号発行

　　　

(第４回総会案内)

・担談活動・

　

口頭ｒて報告レました。

4｡51年度会計報告

　

会計・当役員０土屋知代さんから資料（２）のとおり報告があって承銘され

ましたこヽ

ｌ資料(2) 1　会計報告　昭和51年度分（昭和5G年11月１日から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

昭和51年10月50日１で）
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5｡会計監査報告

　

会計監査の平田笹子さんが当日出席できたい事情が発生したため、監査報告を

当人から受けることができたかったのですが、土屋会計から決算報告どお!9間違

・政いとの平田１んからの伝言があった旨報告があったので、全員これを了承し

ゞした。

ふ会員の報告

（１）

　

自己紹介

　　

別紙参加者全員の自己紹介とあわせて現在の療養状況等の報告があ!1ました。

（２）全ヨパーキンソン氏病友の会結成大会参加報告

　

’去る11 M2ろ日、全国パーキンソン氏病友の会結成大会が東京忙おいて開

　

儲され、本道から砂川の吉田君枝さんがご主人のこの病気を訴えるべく誰加

　

されたので、当人からこの大会についての状況報告をしていただきました。

7｡自由討議

　　　　　

テーマ「会の運営虻ついて」

　

－52年度に向って何をどのように一

　

出席者各位から活発奇童見の発表がありました。要約すると弱い者の集りであ

こ「あす71ろ会」はそれを強くしていく貳は自分の殼にとじこもること忿く堂々

と訴えるぺきものは訴えていく必要がある。それをやらｱiけれぱたくましく人間

うしく生きヽていくこと応ならｔいで終わってしまうのではｔいか。52年度は、

一入で馬多ぐの人が「あすｔろ会」ｒ入ってもらい、組織の強化をはかっていく

べきである。

　

活動の仕方としては。病気別チーフを選んで決めておく。道庁回り０担当者を

決心る。財政面と交渉面を力あるものにする。夢をもつ。みん｀ながたんらかの形

で手伝う。等々が話し合われました。この自由討議は52年度へ向かっての一つ

り忿針となったように忌われます。

成田会長から資料（３）のとお.り、あすｔろ会昭和52年度予算案が提案され．
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承認されました。

　

予算案ぽ:関連する質疑、意見として次のような発言かあむました。

○

　

会費を免除する人は役員会で検討して決め、免除された人でも大手を振っ

　

て総会に出席でき､るよう配駁すぺきでは々いか。また、免除することは必ず

　

しも助け合い忙つながら々･･･という一面もある2:ぎ｡うが・

⑩

　

会費の納入には判求書を出すべきでは万いふ。払う意思があーても請求が

　

ないので、権おってあるというよう産ととはないか。

③

　

会費納入の状況は、今後は役員会でヽ枝討する課題とするべきではないか。

＠

　

会費納入の呼びふけは、機関紙でやってゆくようにしては。

Ｋ資料（ろ）ｌ

　

予算案

　

昭和52年度分（昭和51年11月１日から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

留和52年10月ろ1日まで）
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52年度の活動･を活発化するため役員の遠出Ｋついて慎重Iな討議が行われ１し

た。その耕果、痢会長を増やし４名とし、それぞれ助け合いたがら行動を発展

させてｖ･く万計とし。かつ会計監査は従来の１名を２名とすることにしました。

　

選らぱれた紋織こ、つぎのとおりです。
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新役員住所録

　

ｘＸ

　

（敬称略）

会

　　

長

　　

大久保尚孝

副会長

　

成田正憲

重金尊

佐ｊ
ぢこ

子

大田澄男

会

　　

計

　　

土喝句什

書

　

記

　

限廣

会計被査

　　

-７圧i恒子

僑不央子

○ 吉田君枝さんの報告石･

-

　

このたび、パーキンソン紡成大会に北海通､代表として行って１いりました。

私のような者が飛行樋代も出してもら２たり、代表という名'で出｡旁し、何も役立

たず心苦しく思っています。でも私にとｓヽては、蝕強てなりました。そして出席

してみて事の重大さがわかり１した。

　

原さんのお宅忙お世話に々ｐ、また会場での身にあまるアドバイスなどいただ

き何とか私どもこの国の患者の苦しみなどをやっと訴えることができ１した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

６



－

－

　

全国の代表の中応入って患者の家族として。１５年Ｋわたる苦闘の経過を報告

したのですが、15年もの長い間の本人の切ｔさを１０分や15分の短い時間で話

すことはできません。でも、みんなが同じ悩みを持った人達でしたから、きっと

わかってもらえたと思います。

　

当日会場児集まった人は、160人から200人ぐらいだったのですが、手や足

が下自由ｔ,人ばかりでした。その不自由たからだをひきずりながらぐる人たち

を一人ひとむ･見てヽ’私は「最初はこんな具合いだった」とか「三年後はこの人

と同じだった」とかと主人と話しをしたりしているうちに時問を忘れてし１う

ほどでしき。そして、みんなの不自由な動作をみていると涙が止１りませんで

しセ。こ｡んなこご／5ぐら話しても健康ｔ人はわかってもらえヵ:いでしょう。だ

から弘も霜場でなあまり話しをいたしません･。ほんとう祀わかるのは。今ヽ現

圧苦しんでいる家族です・ですから何としても、福祉が保証されている所に住ん

で７･心人と、私どもも同じ沢してほし砕ものです。

　

今回の全目大会で、力強い役｡汲さんの顔ぶれが選ばれ、それらの人と接して

きて仇ふ安心できる気持もこなり、主人ともども出席できたことをうれしく思い

･まｒ。

　

なれ、最後迄吻しＬげておきますが当日、Ｌ－ドハの副作用のスライドを見

せてもらいました。このスライドでドバの副作用のおそろしさは、何ともいえ

た･り恐ろしいものであることを匂９ました。苔しんでいる患者が問きとれヽない

言葉で先生にいろんｔ質問する姿にはほんとう£心を打つものがありました。

＠吉田君岐さんの｡全鼠大会発表の娑旨＠

　

私は北海道から瀕加しましたＦあす穴ろ会」パーキンソン氏病患者の家族で

す。昨日でてまいりました。家をでるときむすこ”７ヽ吹雪で｡向うが見えたいほ

ど弩が降っていました。こんな吹曹は東京で４みられ々Xμと思い１す。昨日着

いてみてびっくりしました。暖かくてｸ婆物ｙ‐苔ぞつぬいでしま４１した。

　

家の主人は炭坑で採炭員として元気で業いて／ご１したぶ、昭和36年頃、主

人が41歳の頃から左手が痛み世しリウー７サとりおれ、レントゲンをとジまし

たが異状たしといわれました。それで1,痛りいごは溝いので弘ぶ医者Jこいいま

すと「貴女が痛いと思うから痛くなる」といわｒ.たりし１した。それで指圧忙

行ったりハリをしながら主人は勤めていたり･です。その頃から疲れがはげしく

７



たり職場の人達と同じよう貳働くことがつらく･をりましたぶ、それでも４人の子

供のため頑張りました。

　

ろ9年に今１での病院と違う病院で診てもらったとこ､ろ、むち打ちといわれ、

ギブスをはめられてーヵ月人院したのですが･よくたらず、退院しｰました。それか

ら内４･こ神経痛の薬･をもらい薬を飲みながらの労働です。その時の家族の状刄は

長男が中－、次男小五､^三男小三、四男は保育図でした。

　　　　

、･

　

41年忙なり１すとよだれがでてくる･ようにだ1｝、左の親指がふるえヽ歩くと

前にのめるようになり、ふらふらするのです。丁度その頃炭坑病院祀脳外科しい

い先生が来ていると聞き、診察してもらいますと、パーキンソン氏男といわ八ま

したが、私には何の病気かわからず、先生にいろいろ聞きました。先生の話しを

聞いているうちに頭から血がひいていくのがわかりました。男の子がいるので遺

伝がありますかと、とっさに口から言葉がでてしまいました。命忙別状はたいし、

遺伝もないといわれたときは少し救われる気持に｀なった次第です。

　

それでヽこの病気は坑内は無理なので、坑外働きということ貳してもらったも

のの給科は今までの％に落ち、生活も苦しくなっ７きました。止むなく私も働

き詑でました。主人が１２時間勤務。坑外では断続勤務でないと親子６人が食べ

て行けないのですｏｉた、子供達のために家を空けｔいよう艦したければ･ヵ;らず

主人が昼のつとめのときは私がろ時から９時、主人が夜のときは私が昼という具

合に交互に働き頑彊ってきました。

　

45年の年には左腕が譚の人を、つつくような大きなふるえがき１した。その

頃は札幌の北大病院へかかってお!）ましたが、通うのに普通列車で２時間、急行

で１時閲かかります。汽車は、椅子の角に主人を座らせ私が隣に座り、手のふる（

えを璧につけておきえるようにしました。こうして汽車で通院している頃には体

重も65 k9から45k9くらいにやせてしまい可哀想穿状態でした。しかし、この年

　

（45年）の12月に一回目の手術となりました。手術名は脳定位というのだそう

です。

　

この手術を受けたぞＣ跨から手のふるえがぴたりととまり、かつ手足を自由忙

動かすことができ、すたすた､と歩けろようにたり、このときは主人も私もうれし

くて涙にくれましたﾑﾋｉらーい濃でした。私の家にだけ光か照らしてtヽるよう

でした。でもこの喜びも２年くらいでした。今慶は右の手にふるえがきました。

そのときはT,－ドバという馮を１日24錠にたるまで飲み１ヵ月半入院し、少々

､とぐ乙ったＣでま､いてい１したが47年６月に茫２回目の手価を受けることに忿
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り、どうやら動作は緩慢ですがひとりで何でもできるようになり、以来今日Ｋ至

るまで毎月１回北大病院へ通院しています。北大病院への通院は初めから数える

と10年にたります。

　

４人目の子供の高校卒業が昨缶でした。同時に昨年９月主人は定年を迎えまし

た。これも職場のみなさんの暖かい思いやりと主人の頑張りでつとめ上げたも

のだと思いますｏ

　

今はヽ朝夕家の回りを散歩したりして養生していますが、ふらふらしているの

で、目が離せません。今住んでいる上砂川町り周辺忙は脳外科の病院はｔく、毎

月１回の北大病院り通院は大変でず。冬は雪が檀り、道幅はせjiく鳶!)自由忙歩

くことができｔくなります。み々さん、吝の北海道をご存じですか。教習のとき

は先が見えなくな!)ます。そして氷点下15厦も気温がさがっでしばれる｡』､と

いう言栗がぴった!)です。夏はまだよいのですが、私共パーキンソン患者にとっ

て足となる車仁が悩みの覆です。せめてその半分でも補助してもらえないものか

と思います。

　

私共北海･トつパーキンソン患者は粟京郡のような待遇をうけており１せん。

聞け紅萍

　

;･1………すべての事が立ち連れているようです。私は訴えたいのです。

もっともっと根本ｏ問題である病院ｏこと、薬のこと、これは砥共の命の聊で

す。何とか東京都たみにーらたいものでし↓うか。私遠ばかりでなく私達以上に

苦しんでいられる方々のためにも。これからこの病気にかかる人のこと･を考える

と、これでよいのかという気持で一杯で、じっとしていられません、手術して頭

忙穴をあけて、偽をつけてもまだ完全でない患者のためにも、自由に歩くことの

できない、自由に□をきくこともできたい患者のためにも、何とか助けてくださ

いと叫ばIぎるを得ませんｏ

　

私は、この弱い主人を残して、絶対先に死ぬことはできたいと、目に見え在い

神様児お願いしているのです。子供がいても子供にすがることは今時仕無理だと

思うし、主人だけを子供達に残して行けたいのです。私共、パーキンソン病で打

ちひしぶれている昔のために一日も早く治療法を見つけてくれることをお願いし

ます。

　

以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

吉圧I君枝

９



総会出席者名

（札幌市内３

成田

　

正憲

土屋

　

知代

太田

　

條男

高木

　

菊枝

大久保尚孝

大入保キョ

償金

　

凛

天谷

　

忠章

儒事

　

夫子

向谷地生良

進行性筋萎縮症

長男がネフローゼ

難聴

脈ｔし病

長男がリックノヽウゼン氏病

長男が呑フロー.･ゼ

不フローゼ

浪-よう他大腸灸

ボランティア

（札幌市外）

吉田松太郎

　　

パーキンソン氏病

吉田

　

君枝

橋本

　

央子

　　

尿崩症

総会９報告文は、ぶ田忌｡男氏に掬φてもらいました。

2.弓２７５の臨時総公司お･いて｡改めて会計監査報告をしてもらいます。

　

「あすたろ会」の嘔務所は北海号忿病面体連絡協議会の中へ移転の予定です。

それまでの間、会への連終む、公一睡、そＣ他の役員までどうぞ。

　

読者の申で・この会報に斌せてほしい文などあり・したら･、会長宅-までお､£せ

下さい。例えば同病の人に呼ぴかけたいこと、文通したいなどです。会報の紙面

は、会負のものです。あ々た盾紙面づくりｒ参加し｀ませんか？投稿を待っていま

す。

１０
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あすなろ

　

第2Z号

　

ＨＳＸ適巻第S7号

　　　　　

昭和52年／月10日発行

　

定価50円

編集人

　

個人参加難病患者の会｢あすｔろ会｣

　　　　　

〒０６５札幌市西区山の手７条８Ｊ目

　　　　　

大久保尚孝方

　

電話011(611)0575 ≪

　

発行人北海道身体障害者団体定期刊行物協会

　　　　　

札幌市中央区北１東４

　

本間武司方
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